
共に学び合い　豊かな表現力を身に付けた　児童の育成を目指して
　 ７月に実施しました学校評価の結果についてお知らせいたします。子供たちは教育活動全般に渡り、様々な学習や学校行事において充実した取り組みができています。どの活動においても、笑顔で楽しみ、活動の振り返りからは達成感を感じる児童が多かったです。また、保護者の皆様におき
ましては、各種PTA活動等への参加・協力、学習や学校行事での児童への支援等、あらためて本校教育活動へのご理解、ご協力に心より感謝申し上げます。そのような中、学校アンケートにおきましてもご協力をいただきありがとうございました。これらの学校評価結果を受けて、今後、さらに保護
者や地域の皆様の信頼に応え、あらためて家庭、地域と一体となった活力のある教育活動を展開していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

令和７年度 ７月　鹿嶋市立高松小学校　学校評価アンケートの結果
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(３) 学校は，生命を大切にする心，社会のルー
ルを守る態度及び郷土を理解する心を育む教育
をしている。

(２) 学校は，いじめのない学校，学級，環境づく
りに取り組んでいる。

(１)学校は，児童生徒一人一人を理解し，大切に

している。

(2) 学ぶ意欲を向上させる授業の工夫 ：先生は，

子どもの興味や意欲を高める授業を工夫してい

る。

(1)基礎・基本の定着：先生は，基礎的な学力が

身に付くような分かりやすい授業をしている。

(４) 学校は，子どもの安全確保や健康管理のた
めの取組を十分行っている。

(２)学校は，家庭・地域と積極的に連携・協力して

いる。

(１) 学校は，個別面談や教育相談体制が充実し
ており，相談がしやすい。

保 護 者

３ 開かれた学校

２ 子ども理解

１ 分かる授業、楽しい授業等

(３)学校は，学校の情報や子どもの様子をお便り
やホームページ，その他の方法で情報をよく発信
している。

(3)  個に応じた支援：先生は，子どもに応じた学

習の手助けを行っている。

(5)お子さんは，家庭学習を毎日行っている 。
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教 職 員

（１）基礎・基本の定着
自分は、授業で子どもが学習したことをきちんと理解

しているかどうかを確認し ている。

１ 分かる授業、楽しい授業

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫
自分は、子どもが進んで学習に取り組めるよう､主体

的・対話的で深い学びの視点で授業を行っている。

（３）個に応じた支援
自分は、子どものつまずきを把握して、個に応じた学

習指導や補充指導等で、子どもを支援している。

２ 子ども理解
（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育

自分は、子ども一人一人の個性を理解し、適切な
指導・支援をしている。
（２）安心できる学級・環境づくり

自分は、子ども一人一人が安心でき、所属感のあ

る学級づくり・環境づくりに取 り組んでいる。
（３）心の教育（生命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

自分は、生命を大切にする心、社会のルールを守

る態度及び郷土を理解する心を 育む指導をしてい

る。また、家庭・地域社会との連携・協力の推進により

郷土を 愛する心を育む指導をしている。

３ 開かれた学校
（１）相談体制

学校は、個別面談や教育相談の場を活用し、児童
生徒や保護者の話をよく聞いて いる。

（２）家庭・地域との連携
学校は、日頃の教育活動に、家庭や地域の協力を

得る機会を設けている。

（３）情報の提供
学校は、学校の情報や子どもの様子を、適切な方

法で保護者や地域に伝えている。

（４）安全管理
学校は、安全計画・危機管理マニュアル等によって

組織的に安全管理がなされている。

（４）自己調整力の向上
子どもが自らの学びを見つめ、振り返りを生かした授

業となるようにしている。

（５）ICTの活用
ICT(Chromebook等)を活用した学びの充実を図って

いる。

0%

子ども理解について
児童・保護者ともに90％を超える肯定的な回答をいただき

ました。しかし、いじめ防止について保護者からは80％台と

いう結果となり、この点について、さらに充実を望んでいるこ

とを改めて認識いたしました。今後、保護者との連携をより

一層密に行い、児童の学校での様子を共有させていただく

とともに、ご家庭でのご心配事にも寄り添えるよう努めてま

いります。また、担任による教育相談はもちろんのこと、オン

ライン相談窓口の整備やスクールカウンセラーの活用等、

安全で安心できる学校を目指し、努めてまいります 。

開かれた学校について
「家庭・地域との連携」、「情報の提供」、「安全管理」につ

いては、９０％以上の肯定的な回答が得られました。『２ 子ど

も理解』と同様に、学校と家庭が連携を深め、相談しやすい体

制に努めていきます。 また、学習や生活、学校行事の様子

を、学校ホームページ等での積極的な発信を心がけていきま

す。地域の皆様との交流も、秋には文化祭やふれあい活動な

どを計画しています。皆様からのご意見を参考にしながら、地

域とともに歩む学校を目指して、さらに工夫を重ねてまいりま

す。

分かる授業・楽しい授業について
「基礎・基本の定着」や「学ぶ意欲を向上させる授業の工夫」

につきましては、児童、保護者ともに、大変肯定的なご意見をい

ただくことができました。一方で、「個に応じた支援」、「自ら学ぶ

力を高めること」、「ICTの活用」については、児童の皆さんからは

90％を超える高い肯定的な回答をいただいたものの、保護者か

らは80％台という結果となりました。この結果を踏まえ、基礎基

本の確実な定着、表現力の育成、子どもたち自身が学びの変化

や達成感、成長を実感できる授業を目指し、指導法の工夫等を

すすめてまいります。
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（３）心の教育（生命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

学校で、命の大切さや社会のルール、郷土の

ことについて教えてもらっている。

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫
先生は、「知りたい」「やってみたい」「できるよ

うになりたい」と思うような授 業をしてくれる。

（１）基礎・基本の定着

先生は、分かりやすく勉強を教えてくれる。

（２）安心できる学級・環境づくり

わたしの学級は楽しく、教室は安心できる場

所である。

（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育

先生は、がんばっていることをほめてくれた

り、困っているときに助けてくれたりする。

（３）個に応じた支援

勉強が分からないときには、先生が手助けを

してくれる。

児 童

１ 分かる授業、楽しい授業

２ 子ども理解

３ 開かれた学校

（１）相談体制
学習や生活などについて、学校の先生に相談

しやすい。

４ 自分の生活から

（１）元気に楽しく学校に通っている。

（２）私は，あいさつがよくできる。。

（４）友達と自分の命を大切にして、仲良く協

力し合って生活している

（３）自主学習にすすんで取り組んでいる。

（４）表現力の向上

教科の言葉を使って発表したり、まとめや振

り返りを書いたりしている。
（５）ＩＣＴの活用ICTの活用：，授業の中で

navima school AI タイピング練習アプリ 等

デジタル教材を活用している。

（１）相談体制

学習や生活などについて、学校の先生に相談

しやすい。

学校がとても楽しいと思う児童 肯定的回答 ８０％ （本年度目標９４％）

あいさつがよくができる児童 肯定的回答 ９０％ （本年度目標９０％）

学校が安心できる場所だと思う児童 肯定的回答 ８８％ （本年度目標９

０％）

(4) ICTの活用：先生は，授業の中でnavima school AI
タイピング練習アプリ等 デジタル教材を活用してい
る。

グランドデザインにおける主な数値目標との比較

【ご意見への回答（複数ご意見のみ）】○生徒への接し方が男女で違う先生がいるみたいなので、平等に接してほしいです。⇒不安にさせてしまい申し訳ありません。職員研修などを通して、どの児童も安心できる児童支

援について指導してまいります。○運動会の時、前年と違って、音楽が聞こえにくかった。ダンスの時は音楽も聞こえやすいとよいなと思いました。⇒次年度はしっかり調整いたします。○先生方のおかげで、前期、楽しく

学校生活を送ることができました。ありがとうございました。後期も、よろしくお願いいたします。○仕事がシフトのため、休みを取る関係で、新年度になってからの4月、5月、6月までの予定を3月中には知りたいです。4月

の総会後では遅いです。⇒年度はじめの行事につきましては、確定後できるだけ早くお知らせするよう心がけます。○３回の授業で泳力を伸ばすのは少し難しいので、「着衣泳」を１回組み込んでいければ、水の事故に

対する知識も深まり体感もでき、いざという時に役立つかと感じました。⇒民間施設を使用しているため難しい面があります。「海の安全教室」などで命を守る方法については引き続き指導してまいります。

生活アンケート等の結果から


